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印鑑登録制度のご案内

問合先　市民課住民記録担当

ペットは責任をもって飼いましょう

問合先　生活環境課環境推進担当

印
鑑
登
録
制
度
の
ご
案
内

　
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
個
人
の

印
鑑
を
公
に
証
明
す
る
も
の
で
あ

り
、
押
印
し
た
文
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
本
人
の
同
一
性
と
意
思
を

確
認
す
る
重
要
な
書
類
で
す
。
手

続
き
が
済
む
と
印
鑑
登
録
証（
カ

ー
ド
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
請
求
時
に
、
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
で
き
る
方

　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

15
歳
以
上
の
方（
意
思
能
力
を
有

し
な
い
者
を
除
く
）

印
鑑
登
録
が
で
き
る
場
所

　
市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所

登
録
で
き
る
印
鑑

・
注
文
で
作
っ
た
印
鑑
ま
た
は
市

販
の
印
鑑（
氏
ま
た
は
名
の
印
鑑
で

も
登
録
可
）

・
印
影
が
一
辺
の
長
さ
８
㎜
の
正
方

形
よ
り
大
き
く
、
25
㎜
の
正
方
形

に
収
ま
る
も
の

登
録
で
き
な
い
印
鑑

　
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
、
変
形

し
や
す
い
素
材
で
作
ら
れ
た
も
の
、

文
字
や
輪
郭
が
欠
け
て
い
る
も
の

や
逆
彫
り（
白
抜
き
）の
も
の
、
本

人
の
氏
名
と
判
断
で
き
な
い
も
の
、

装
飾
や
氏
名
以
外
の
文
字
や
記
号

の
入
っ
た
も
の
、
同
一
世
帯
で
大

き
さ
・
印
影
の
似
て
い
る
も
の
、

ペ
ッ
ト
を
飼
う
心
が
ま
え

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
責
任
を
認
識

し
、
近
隣
の
人
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
飼
い
方
が
理
想
で
す
。

ペ
ッ
ト
が
命
を
全
う
す
る
ま
で
世

話
を
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬

・�

リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、
柵

や
檻
な
ど
の
中
で
飼
う

・�

鳴
き
声
な
ど
近
隣
に
配
慮
す
る

・�

散
歩
の
と
き
、
ふ
ん
は
持
ち
帰

り
、
尿
の
処
理
も
き
ち
ん
と
す
る

犬
の
登
録

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者

は
、
飼
い
犬
を
市
に
登
録
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
所
変
更
や
飼
主
変
更
、
犬
の
死

亡
時
も
届
出
が
必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者

は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
ま
で
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

防
止
の
観
点
か
ら
、
接
種
期
間
が

12
月
31
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
余
裕
を
持
っ
て
各
動
物
病

院
で
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

犬
に
つ
い
て
の
相
談

　
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ

た
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合

は
、
直
ち
に
保
健
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
飼
い

主
へ
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
先
》
坂
戸
保
健
所
☎
２
８

３・７
８
１
５

飼
い
猫

・�

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う

・�

家
の
中
の
ト
イ
レ
を
使
わ
せ
る

・�

首
輪
や
名
札
な
ど
を
つ
け
る

不
妊
手
術
の
す
す
め

　
猫
は
、
生
後
６
～
９
か
月
か

ら
、
年
に
３
回
以
上
の
出
産
が
可

能
で
、
５
匹
程
度
産
む
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
命
に
責

任
を
持
ち
、
世
話
を
す
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
妊
や

去
勢
手
術
を
で
き
る
だ
け
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

猫
に
つ
い
て
の
相
談

　
埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
正
し
い
飼
い
方
な
ど
の
相
談

と
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
先
》
埼
玉
県
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
☎
０
４
８・５
３
６・２
４

６
５

HPはこちら

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
氏
、
名
、
旧
氏
以
外
の
も
の

印
鑑
登
録
の
方
法

　
本
人
ま
た
は
代
理
人（
印
鑑
登

録
申
請
用
の
委
任
状
を
持
参
）が

登
録
で
き
る
印
鑑
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
の
た

め
、
照
会
書
を
自
宅
に
郵
送
し
ま

す（
本
人
の
申
請
で
顔
写
真
付
き

の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
身
分
証

明
書
が
あ
れ
ば
即
日
登
録
可
）。

　
照
会
書
が
届
い
た
ら
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
登
録
印
鑑
を
押
印

し
、
回
答
期
限
内
に
申
請
し
た
場

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
に
は
回
答
書（
委
任
状
）と

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
　
保
証
人
登
録（
即
日
登
録
可
）

　
す
で
に
鶴
ヶ
島
市
で
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
に
保
証
人
と
な
っ

て
も
ら
い
登
録
す
る
方
法
で
す
。

注
意
事
項

　
印
鑑
登
録
証
は
登
録
印
と
同
様

に
大
切
な
も
の
で
す
。
本
人
が
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
印
鑑
登
録

証
が
な
い
と

印
鑑
登
録
証

明
書
は
交
付

で
き
ま
せ
ん
。
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問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

表
彰
名

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰

　
単
位
民
児
協
会
長
と
し
て
長
年

（
10
年
以
上
）に
わ
た
り
、
社
会
福

祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

氏
名
　
武た
け
だ田
和か
ず
こ子
さ
ん

功
績
　
単
位
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
会
長
在
職
期
間
10
年

交通事故などで治療を受けるときは連絡を

問合先　保険年金課国民健康保険担当、高齢者医療担当�

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
、
交

通
事
故
や
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
な

ど
の
第
三
者
に
よ
る（
他
人
の
行

動
が
原
因
と
な
る
）行
為
に
よ
っ

て
け
が
や
病
気
と
な
り
、
保
険
証

を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
る
場
合

は
、
事
前
に
け
が
を
し
た
際
の
状

況
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
内
容
に

よ
っ
て
は
、
届
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
へ
第
三
者
行

為
に
よ
る
治
療
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
、
治
療
費
は
加
害
者
が
支

払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
立
て
替

え
払
い
を
し
、
後
で
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
前
に
連
絡
な
く
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

に
応
じ
た
り
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
治
療
に
対
す
る
医
療
費
の

給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

①
け
ん
か
、
酒
酔
い
運
転
に
よ
る

け
が
な
ど（
社
会
的
に
非
難
さ
れ

る
不
法
行
為
な
ど
）

②
仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
け
が
や

病
気（
労
災
保
険
や
他
の
保
険
の

対
象
と
な
る
も
の
）

表
彰
名

民
生
委
員
お
よ
び
児
童
委
員
功
労

章　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

長
年（
17
年
以
上
）に
わ
た
り
、
社

会
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

氏
名
　
望も
ち
づ
き月

　
峯み
ね

さ
ん

功
績
　
在
職
期
間
17
年
５
月

年金生活者支援給付金の申請はお済みですか

問合先　保険年金課国民年金担当

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と
は

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得

額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
生

活
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。
ご
案
内
や
事
務

手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税・
前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
87
万
９
９

０
０
円
以
下

■
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
前
年
所
得
額
が
４
６
２
万
１
０

０
０
円
以
下
　
※
　
扶
養
親
族
の

数
に
応
じ
て
増
額

請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

年
金
の
受
給
を
し
て
い
る
方

対
象
の
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
案
内
を
送
付
済
み
で
す
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年

金
の
受
給
を
始
め
る
方

年
金
の
裁
定
手
続
き
を
す
る
際

に
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
注

意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

が
、口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請

求
で
ご
不
明
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
』
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０・０
５・１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

支給金額

老齢基礎年金
5030円
※　上記の金額を基準に保険
料納付済期間に応じて算出

障害基礎年金 障害年金1級：6288円
障害年金2級：5030円

遺族基礎年金 5030円
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問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当
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・
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生

活
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。
ご
案
内
や
事
務

手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構（
年

金
事
務
所
）が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税・
前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
87
万
９
９

０
０
円
以
下

■
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

・
前
年
所
得
額
が
４
６
２
万
１
０

０
０
円
以
下
　
※
　
扶
養
親
族
の

数
に
応
じ
て
増
額

請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら

年
金
の
受
給
を
し
て
い
る
方

対
象
の
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
案
内
を
送
付
済
み
で
す
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年

金
の
受
給
を
始
め
る
方

年
金
の
裁
定
手
続
き
を
す
る
際

に
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
注

意
！

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

が
、口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請

求
で
ご
不
明
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
』
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０・０
５・１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

支給金額

老齢基礎年金
5030円
※　上記の金額を基準に保険
料納付済期間に応じて算出

障害基礎年金 障害年金1級：6288円
障害年金2級：5030円

遺族基礎年金 5030円
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）は
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星

な
ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市
の
防

災
行
政
無
線
で
瞬
時
に
伝
え
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
国
の
主
導
に
よ
り
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
・
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
年
に
６

回
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
を
受
診

し
た
医
療
費
の
額
な
ど
を｢

医
療

費
の
お
知
ら
せ｣

と
し
て
世
帯
主

あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
診
療
を
受
け

た
場
合
、
医
療
機
関
へ
支
払
わ
れ

る
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
が
負
担
し

た
保
険
税
と
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
制
度

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康

管
理
を
心
が
け
、
同
一
の
病
気
や

け
が
で
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か

る｢

重
複
受
診｣

や
同
じ
月
内
に

繰
り
返
し
か
か
る｢

頻
回
受
診｣

を
見
直
し
、
適
正
な
保
険
診
療
な

ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
い
病
気
の
症
状
緩
和

放
送
日
時
　
10
月
７
日
㈬
11
時
頃

放
送
内
容
　「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。（
繰
り
返
し
３
回
）こ
ち
ら
は
、

防
災
つ
る
が
し
ま
で
す
。（
チ
ャ

イ
ム
音
）」

※
　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
　
放
送
が
流
れ
る
と
、
防
災
ラ

ジ
オ
か
ら
も
放
送
が
流
れ
ま
す

な
ど
に
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
活
用

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
薬
局
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
処
方
箋
が

な
く
て
も
購
入
で
き
る
医
薬
品
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
疾
病
や
症
状
の

改
善
に
効
果
を
発
揮
す
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
を
上
手
に
使
い
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
　「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
場
合
、
医
療
費
の
明
細
書

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
使
用
す
る
方
は
適
正
な
保
管

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、｢

医
療

費
の
お
知
ら
せ｣

に
記
載
さ
れ
た

受
診
日
数
や
医
療
費
の
額
に
相
違

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

地域福祉に関する�
市民意識調査にご協力ください
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

全国一斉情報伝達訓練を
行います
問合先　安心安全推進課防災担当

ジェネリック医薬品とお薬手帳の有効活用を

問合先　保険年金課国民健康保険担当

医療費の適正化にご協力ください

問合先　保険年金課国民健康保険担当

　
第
３
次
鶴
ヶ
島
市
地
域
福
祉
計

画
お
よ
び
鶴
ヶ
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

の
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
無
記
名
で
回
答

し
て
い
た
だ
き
、
結
果
は
本
計
画

の
基
礎
資
料
と
し
て
地
域
福
祉
推

進
の
施
策
と
し
て
生
か
し
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許
が
切
れ

た
あ
と
に
販
売
さ
れ
る
新
薬
と
同

等
の
有
効
成
分
、
効
能
お
よ
び
効

果
を
持
つ
医
薬
品
で
す
。
価
格
が

安
く
、
新
薬
か
ら
変
更
す
る
こ
と

で
薬
代
の
負
担
が
減
り
、
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
生
活
習
慣

病（
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
）で
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）に
切
り
替
え
た
場
合
、
薬

代
が
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
の

か
を
試
算
し
た
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は
、
体
質
に
よ
っ
て
効

き
目
や
副
作
用
に
差
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
や
他

の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
か
ら
１
０
０
０
人
を
無
作
為
に

抽
出

期
間
　
10
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

方
法
　
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

電
話
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０・５
３・０
０
０

６（
９
時
～
17
時（
平
日
の
み
））

お
薬
手
帳

　
お
薬
手
帳
は
、
ど
の
医
療
機
関

で
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
も
ら
い
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
服
用
し
て
い

た
の
か
を
記
録
す
る
も
の
に
な
り

ま
す
。
他
に
も
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、

副
作
用
歴
、
既
往
歴
を
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
情

報
は
医
師
や
薬
剤
師
が
薬
の
飲
み

合
わ
せ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
必
要
と
す
る
以
上
の
薬
の
処

方
や
害
の
あ
る
多
剤
服
用
な
ど
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
も
お
薬

手
帳
を
元
に
適
切
な
薬
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
薬

手
帳
を
活
用
し
、
正
し
い
薬
の
服

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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入学準備金貸付制度をご存じですか？

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方

に
、
入
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方

・
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
入
学
予
定
者
の
保
護
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
連
帯
保
証
人
を
得
ら
れ
る
方

貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
・
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

20
万
円

②
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専
門

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

30
万
円

申
請
期
間

第
１
期
　
10
月
１
日
㈭
～
11
月
13

日
㈮

第
２
期
　
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

～
29
日
㈮

貸
付
時
期

第
１
期
　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期
　
令
和
３
年
２
月
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
６
７
０
０
円
を
29
回
、

５
７
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

②
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
７
２
０
０
円
を
41
回
、

４
８
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

申
込
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備

金
貸
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
後
に
貸
付
審
査
会
を
開

催
し
、
認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

決
定
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　
決
定
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
方

は
、
連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署

の
借
用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書

類
な
ど
を
添
え
て
、
学
校
教
育
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自転車保管場所が変わります

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
放
置
自
転
車
は
、
歩
行
者
な
ど

の
通
行
の
妨
げ
や
危
険
を
招
い
た

り
、
環
境
を
損
な
う
原
因
と
な
る

た
め
、
市
で
は
、
鶴
ヶ
島
市
自
転

車
放
置
防
止
条
例
に
基
づ
き
、
放

置
禁
止
区
域
や
公
共
の
場
所
に
放

置
さ
れ
た
自
転
車（
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
）を
撤
去
し
、
保
管

場
所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
自
転
車
保
管
場
所
の
老

朽
化
な
ど
に
伴
い
、
自
転
車
保
管

場
所
を
10
月
３
日
㈯
か
ら
移
設
し

ま
す
。

住
所
・
電
話
　
富
士
見
２
―
１
―

27
☎
２
７
１・３
８
７
６

返
還
日
時
　
毎
週
水
・
土
曜
日

13
時
～
18
時

都市計画変更原案の縦覧を行います

問合先　都市計画課都市計画担当�

　
藤
金
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
区
域
の
縮
小
に
か
か
る
坂
戸
都

市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
都
市

計
画
変
更
原
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

縦
覧

内
容
　
地
区
計
画
、
用
途
地
域
お

よ
び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更

期
間
　
11
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

場
所
　
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

　
地
区
計
画
の
原
案
に
対
し
て
意

見
の
あ
る
方
は
、
市
条
例
に
基
づ

き
、
市
長
へ
意
見
書
を
提
出
で
き

ま
す
。

対
象
　
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す

る
方
、
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
期
限
　
11
月
27
日
㈮

提
出
方
法
　
縦
覧
場
所
に
あ
る
様

式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
都
市
計

画
課（
〒
３
５
０
―
２
２
９
２
住

所
不
要
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
祝
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を

除
き
ま
す

ワカバウォーク
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入学準備金貸付制度をご存じですか？

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方

に
、
入
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方

・
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
入
学
予
定
者
の
保
護
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
連
帯
保
証
人
を
得
ら
れ
る
方

貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
・
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

20
万
円

②
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専
門

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

30
万
円

申
請
期
間

第
１
期
　
10
月
１
日
㈭
～
11
月
13

日
㈮

第
２
期
　
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

～
29
日
㈮

貸
付
時
期

第
１
期
　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期
　
令
和
３
年
２
月
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
６
７
０
０
円
を
29
回
、

５
７
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

②
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
７
２
０
０
円
を
41
回
、

４
８
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

申
込
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備

金
貸
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に
学
校

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
後
に
貸
付
審
査
会
を
開

催
し
、
認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

決
定
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　
決
定
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
方

は
、
連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署

の
借
用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書

類
な
ど
を
添
え
て
、
学
校
教
育
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自転車保管場所が変わります

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
放
置
自
転
車
は
、
歩
行
者
な
ど

の
通
行
の
妨
げ
や
危
険
を
招
い
た

り
、
環
境
を
損
な
う
原
因
と
な
る

た
め
、
市
で
は
、
鶴
ヶ
島
市
自
転

車
放
置
防
止
条
例
に
基
づ
き
、
放

置
禁
止
区
域
や
公
共
の
場
所
に
放

置
さ
れ
た
自
転
車（
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
）を
撤
去
し
、
保
管

場
所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
自
転
車
保
管
場
所
の
老

朽
化
な
ど
に
伴
い
、
自
転
車
保
管

場
所
を
10
月
３
日
㈯
か
ら
移
設
し

ま
す
。

住
所
・
電
話
　
富
士
見
２
―
１
―

27
☎
２
７
１・３
８
７
６

返
還
日
時
　
毎
週
水
・
土
曜
日

13
時
～
18
時

都市計画変更原案の縦覧を行います

問合先　都市計画課都市計画担当�

　
藤
金
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
区
域
の
縮
小
に
か
か
る
坂
戸
都

市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
都
市

計
画
変
更
原
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

縦
覧

内
容
　
地
区
計
画
、
用
途
地
域
お

よ
び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更

期
間
　
11
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

場
所
　
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

　
地
区
計
画
の
原
案
に
対
し
て
意

見
の
あ
る
方
は
、
市
条
例
に
基
づ

き
、
市
長
へ
意
見
書
を
提
出
で
き

ま
す
。

対
象
　
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す

る
方
、
利
害
関
係
の
あ
る
方

提
出
期
限
　
11
月
27
日
㈮

提
出
方
法
　
縦
覧
場
所
に
あ
る
様

式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
都
市
計

画
課（
〒
３
５
０
―
２
２
９
２
住

所
不
要
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
祝
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を

除
き
ま
す

ワカバウォーク
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不法投棄をさせないようにしましょう！

問合先　生活環境課環境推進担当

野外焼却は禁止されています

問合先　生活環境課環境保全担当

不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
所
有
地（
管
理
地
）に
不
法
投
棄

さ
れ
て
し
ま
い
、
不
法
投
棄
者
が

判
明
し
な
い
場
合
は
、「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

（
管
理
者
）が
自
ら
の
責
任
で
処
分

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
者
を
見
つ
け
た
ら
、

警
察
に
通
報
し
、
日
時
、
場
所
、

ご
み
の
種
類
と
量
、
車
両
情
報
、

人
物
の
特
徴
な
ど
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に

　
土
地
の
所
有
者（
管
理
者
）は
次

の
よ
う
な
工
夫
を
行
い
、
不
法
投

棄
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
な
見
回
り
を
し
、
土
地

の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
よ
う
に

す
る

・
草
木
の
除
草
や
伐
採
を
行
い
、

見
通
し
の
よ
い
環
境
を
整
え
る

・
フ
ェ
ン
ス
や
柵
を
設
置
し
、
侵

入
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
　
　

市
の
取
組
に
つ
い
て

　
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

法
投
棄
防
止
の
た
め
の
啓
発
看
板

を
配
付
し
て
い
ま
す
。
看
板
を
ご

希
望
の
方
は
、
生
活
環
境
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円
以
下
の

罰
金
）、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

　『
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
』

で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
一
定
の

構
造
基
準
を
満
た
す
焼
却
炉
を
使

用
す
る
場
合
を
除
き
、
野
外
焼
却

を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま

す
。

　
市
に
は
、「
近
所
で
ご
み
を
燃

や
し
て
い
て
煙
で
困
っ
て
い
る
」

や
「
野
外
焼
却
に
よ
り
洗
濯
物
に

臭
い
が
つ
い
て
困
っ
て
い
る
」
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
家
庭
で
発
生
し
た
廃
棄
物
は
、

野
外
焼
却
を
せ
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の
と
可
燃
ご
み
に
分
別

し
て
集
積
所
に
出
す
な
ど
、
適
切

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
掲
げ
る
野
外
焼
却
は
、
条
例

の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す

①
落
ち
葉
焚
き
な
ど
、
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

②
稲
わ
ら
焼
き
な
ど
、
農
業
や
林

業
な
ど
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却

③
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
ど
ん

ど
焼
き
な
ど
、
風
俗
習
慣
上
ま
た

は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
焼
却

条
例
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
場

合
で
も
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

①
紙
く
ず
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な

ど
の
ご
み
を
混
ぜ
て
焼
却
し
な
い

②
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
、
な
る
べ
く

煙
が
出
な
い
よ
う
に
焼
却
す
る

③
風
向
き
を
考
え
て
焼
却
す
る

④
火
の
粉
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
焼

却
す
る

⑤
焼
却
を
放
置
し
な
い

⑥
条
例
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る

焼
却
で
あ
っ
て
も
、
な
る
べ
く
集

積
所
に
出
す

市HP

不法投棄防止のための啓発看板
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女性の活躍を応援する取組を行っています

問合先　女性センター☎287・4755

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
社
会
へ

　
人
口
減
少
が
進
む
日
本
で
は
、
経
済

成
長
の
要
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
全
体

の
活
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
女

性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
国
、
県
お
よ
び
市
で
は
、
多

様
な
働
き
方
が
で
き
る
事
業
所
を
増
や

し
、
結
婚
や
出
産
を
理
由
に
仕
事
か
ら

離
れ
た
女
性
が
、
社
会
で
再
び
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
人
や
、
子
ど
も
を
持
た

な
い
人
を
含
め
た
社
会
全
体
の
理
解
が

深
ま
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
な
ど
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

■
一
般
事
業
主
行
動
計
画（
※
）の
策
定

義
務
の
対
象
が
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
数
が
３
０
１
人
以
上
の
事
業
主
か

ら
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に
拡
大
さ

れ
ま
す（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
予

定
）。

※
　
企
業
が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整

備
や
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い
従
業
員

も
含
め
た
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
計
画
期

間
、
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め
の
対
策

お
よ
び
そ
の
実
施
時
期
を
定
め
る
も
の

■
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
情
報
公

表
義
務
の
対
象
が
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
数
が
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に

拡
大
さ
れ
ま
す（
令
和
４
年
４
月
１
日

施
行
予
定
）。

　
ま
た
、
３
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に

対
し
て
、
情
報
公
表
義
務
が
強
化
さ
れ

ま
し
た（
令
和
２
年
６
月
１
日
施
行
）。

■
女
性
活
躍
に
関
す
る
取
組
が
、
特
に

優
良
な
事
業
主
に
対
す
る
特
例
認
定

制
度
「
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た（
令
和
２
年
６
月
１
日
施

行
）。

　
こ
の
ほ
か
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
、
相
談

体
制
の
整
備
な
ど
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
相
談
な
ど
を
理
由
と
し
た
不
利
益

な
取
扱
い
を
事
業
主
に
禁
止
す
る
規
定

が
設
け
ら
れ
ま
し
た（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
同
様
の
規

定
を
整
備
）。

世
界
的
な
取
組

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
取
組
は
、
世
界
中
で

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
、「
政
治
、
経
済
、
公
共
分
野
で
の

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に
お
い

て
、
完
全
か
つ
効
果
的
な
女
性
の
参
画

及
び
平
等
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
機
会

を
確
保
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場

づ
く
り
」

対
　
地
域
企
業
の
経
営
者
、
管
理
職
お

よ
び
人
事
担
当
者

日
　
10
月
29
日
㈭
14
時
～
16
時

場
　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

講
　
井い
の
う
え上
明あ
け
み美
さ
ん（（
一
財
）女
性
労

働
協
会
女
性
就
業
支
援
専
門
員
）

内
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
、
職
場
に

お
け
る
対
策
、
取
組
事
例
な
ど

定
　
15
人（
申
込
順
）

料
　
無
料

他
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
予
防
策

を
と
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申�

問
　
10
月
３
日
㈯
か
ら
女
性
セ
ン
タ

ー
へ
☎
２
８
７・４
７
５
５
、
5
２
７
１

・
５
２
９
７
、

10200020@
city.tsurugashim

a.
lg.jp

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
～
幸
せ
な
未

来
の
た
め
に
、
一
歩
ふ
み
出
そ
う
！
～

対
　
地
域
企
業
で
働
く
女
性
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
方

日
　
11
月
５
日
㈭
14
時
～
15
時
50
分

場
　
女
性
セ
ン
タ
ー

講
　
大お
お
た
き瀧

雅ま
さ
よ世

さ
ん（
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ

ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
㈱
）

内
　
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
必
要
性
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
ヒ
ン
ト
な
ど

定
　
30
人（
申
込
順
）

料
　
無
料

他
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
予
防
策

を
と
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申�

問
　
10
月
３
日
㈯
か
ら
女
性
セ
ン
タ

ー
へ
☎
２
８
７・４
７
５
５
、
5
２
７
１

・
５
２
９
７
、

10200020@
city.tsurugashim

a.
lg.jp

「まちづくりポイント発行対象事業」には　　マークが表示されています。
問合先　地域活動推進課地域活動推進担当
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女性の活躍を応援する取組を行っています

問合先　女性センター☎287・4755

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
社
会
へ

　
人
口
減
少
が
進
む
日
本
で
は
、
経
済

成
長
の
要
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
全
体

の
活
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
女

性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
国
、
県
お
よ
び
市
で
は
、
多

様
な
働
き
方
が
で
き
る
事
業
所
を
増
や

し
、
結
婚
や
出
産
を
理
由
に
仕
事
か
ら

離
れ
た
女
性
が
、
社
会
で
再
び
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
人
や
、
子
ど
も
を
持
た

な
い
人
を
含
め
た
社
会
全
体
の
理
解
が

深
ま
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
法
な
ど
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

■
一
般
事
業
主
行
動
計
画（
※
）の
策
定

義
務
の
対
象
が
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
数
が
３
０
１
人
以
上
の
事
業
主
か

ら
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に
拡
大
さ

れ
ま
す（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
予

定
）。

※
　
企
業
が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整

備
や
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い
従
業
員

も
含
め
た
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
計
画
期

間
、
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め
の
対
策

お
よ
び
そ
の
実
施
時
期
を
定
め
る
も
の

■
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
情
報
公

表
義
務
の
対
象
が
、
常
時
雇
用
す
る
労

働
者
数
が
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に

拡
大
さ
れ
ま
す（
令
和
４
年
４
月
１
日

施
行
予
定
）。

　
ま
た
、
３
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に

対
し
て
、
情
報
公
表
義
務
が
強
化
さ
れ

ま
し
た（
令
和
２
年
６
月
１
日
施
行
）。

■
女
性
活
躍
に
関
す
る
取
組
が
、
特
に

優
良
な
事
業
主
に
対
す
る
特
例
認
定

制
度
「
プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た（
令
和
２
年
６
月
１
日
施

行
）。

　
こ
の
ほ
か
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
、
相
談

体
制
の
整
備
な
ど
が
事
業
主
の
義
務
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
相
談
な
ど
を
理
由
と
し
た
不
利
益

な
取
扱
い
を
事
業
主
に
禁
止
す
る
規
定

が
設
け
ら
れ
ま
し
た（
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
同
様
の
規

定
を
整
備
）。

世
界
的
な
取
組

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
取
組
は
、
世
界
中
で

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
、「
政
治
、
経
済
、
公
共
分
野
で
の

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に
お
い

て
、
完
全
か
つ
効
果
的
な
女
性
の
参
画

及
び
平
等
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
機
会

を
確
保
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て

い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場

づ
く
り
」

対
　
地
域
企
業
の
経
営
者
、
管
理
職
お

よ
び
人
事
担
当
者

日
　
10
月
29
日
㈭
14
時
～
16
時

場
　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

講
　
井い
の
う
え上
明あ
け
み美
さ
ん（（
一
財
）女
性
労

働
協
会
女
性
就
業
支
援
専
門
員
）

内
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
、
職
場
に

お
け
る
対
策
、
取
組
事
例
な
ど

定
　
15
人（
申
込
順
）

料
　
無
料

他
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
予
防
策

を
と
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申�

問
　
10
月
３
日
㈯
か
ら
女
性
セ
ン
タ

ー
へ
☎
２
８
７・４
７
５
５
、
5
２
７
１

・
５
２
９
７
、

10200020@
city.tsurugashim

a.
lg.jp

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
～
幸
せ
な
未

来
の
た
め
に
、
一
歩
ふ
み
出
そ
う
！
～

対
　
地
域
企
業
で
働
く
女
性
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る
方

日
　
11
月
５
日
㈭
14
時
～
15
時
50
分

場
　
女
性
セ
ン
タ
ー

講
　
大お
お
た
き瀧

雅ま
さ
よ世

さ
ん（
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ

ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
㈱
）

内
　
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
必
要
性
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
ヒ
ン
ト
な
ど

定
　
30
人（
申
込
順
）

料
　
無
料

他
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
予
防
策

を
と
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申�

問
　
10
月
３
日
㈯
か
ら
女
性
セ
ン
タ

ー
へ
☎
２
８
７・４
７
５
５
、
5
２
７
１

・
５
２
９
７
、

10200020@
city.tsurugashim

a.
lg.jp

「まちづくりポイント発行対象事業」には　　マークが表示されています。
問合先　地域活動推進課地域活動推進担当
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電子図書館オープン！

問合先　中央図書館☎271・3001

電子資料をデジタル公開しています！

利用できる方　�鶴ヶ島在住・在勤・在学の方で、利用カードをお持ちの方�
(カードをお持ちでない方は、カード申請をしてください)

利用方法　�利用には、電子図書館用のパスワードが必要です。�
パスワードの登録は、10月1日（木）から中央図書館および各分室、若葉駅前カウンター(ワカバウォーク1階　
市民活動推進センター内)で手続きができます。

利用期間・冊数　�2週間・3冊（予約も3冊まで）

電子書籍おすすめポイント
・家にいながら貸出も返却もできる！
・文字の大きさが変えられる！
・音声読み上げ機能がある！（一部コンテンツ）
・縦書き、横書きが選べる！
・しおりやメモの機能がある！

その他のデジタルサービス
・ジャパンナレッジ
・日経テレコン
・法規データベース
・ナクソスミュージックライブラリー
・国立国会図書館デジタル化資料

8月21日から、「脚折雨乞」、「鶴ヶ島町史(通史編)」をデジタル公開しています。
サイトにアクセスすれば、どなたでもご覧になれます。

※　さらに、他の郷土資料のデジタル化を予定しています。

10月1日(木)から、図書館で電子書籍貸出サービスを開始します。
約600タイトルの資料を、パソコンやスマートフォンなどで読むことができます。
※　資料は、今後増やしていく予定です

24 時間いつでもどこでも 自宅で安心 文字の大小や読み上げも
（一部コンテンツ）

脚折雨乞

古写真が見られる！
英字パンフレットが
見られる！

鶴ヶ島町史
(通史編)

歴史がわかる！
古写真や、貴重な資料が
見られる！

詳細はこちら

詳細はこちら

Information　鶴ヶ島市役所　☎ 271・1111
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今月の納期

◆市・県民税第3期
◆国民健康保険税第4期
◆介護保険料第4期
◆後期高齢者医療保険料第4期

訓練・祭事中止のお知らせ

下記の訓練・祭事は、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、中
止します。
第34回鶴ヶ島市総合防災訓練
問　安心安全推進課防災担当
高倉獅子舞
問　生涯学習スポーツ課文化財担
当

児童館の閉館時間が変わります

10月から3月の児童館の閉館時間
は16時30分になります。
問　脚折児童館☎287・0270
上広谷児童館☎287・1732
大橋児童館☎286・0007
西児童館☎285・7048

「逆木荘」は臨時休館します

全館清掃のため、10月16日（金）は
臨時休館となります。
問　老人福祉センター「逆木荘」
☎286・3301

お知らせ

Infor-
mation

つるの里奨励賞候補者をご推薦ください

鶴ヶ島市表彰式において、スポーツ、文化その他の分野で全国的に活躍し、
優れた成績を収めた方々を表彰しています。皆さんの身近で候補者となる方
がいましたら推薦してください。
対　令和元年11月1日から令和2年10月31日までに実施された全国レベルの
大会などで活躍、または優れた成績を収めた市内在住在学の個人や市内で活
動する団体など
提出方法　11月6日(金)までに推薦書に推薦者の住所・氏名・電話番号、候
補者およびその功績などを記入し、審査上参考となる資料を添えて直接、秘
書広報課秘書担当へ。推薦書(様式)は、秘書広報課秘書担当で配布、または
市ホームページからもダウンロードできます。
問　秘書広報課秘書担当

「地元ハッケン！クーポン(3000円分)」の引換期限が迫っています

17歳以下の子育て世帯向けに配布している同クーポン券の引換期限は10月
31日(土)です。引換券をお持ちで、まだ交換していない方はお早めに。
対象者には7月下旬に引換券を郵送しています(市内小中学校に通う方は学校
経由で配布）。　
引換場所　各市民センター、市民活動推進センター、新型コロナウイルス対
策支援室
※　学生向け「ワンコイン10倍!クーポン」は完売となりました
問　新型コロナウイルス対策支援室

つるバス・つるワゴンの新型
コロナウイルス感染予防対策

つるバス・つるワゴンでは、換気や
消毒、運転席と後部座席の間に間仕
切りを設置するなど、新型コロナウ
イルスの感染予防のための取組みを
実施しています。ご利用の皆さんも
マスクを着用する、できる範囲で座
席の間隔をあけて乗車する、車内で
の会話は控えめにするなど、引き続
き、ご理解・ご協力をお願いします。
問　都市計画課交通政策担当

詳細はこちら

詳細はこちら

広告

使えるお店は
随時更新中！


